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AIロボティクス検討会とりまとめ(2025/10)からの抜粋

３．AIロボティクス戦略の方向性

◼多用途ロボットの開発・実装やマーケットインに向けて、供給側と需要側に着目し、我が国の
強みと弱み、勝ち筋や必要な対応策を検討。

①供給側：

⚫多用途ロボットのOEMメーカーやSIerを育成。今後のあるべき産業構造の
方向性や各事業者に求められる機能・能力を整理。

②需要側：

⚫多品種少量の製造、建築、医療・介護、小売、物流、農業等のロングテー
ル領域や防災やインフラ等の公的領域において、各市場ドメインで普及が
進まない原因を分析する。市場ニーズに応じた付加価値の訴求とともに、先
行して重点的に導入すべき市場ドメインや導入条件を整理する。





大阪大学における研究事例

組み立て作業

実験自動化 食品のピッキング部品のピッキング

小売り産業
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